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1. まえがき 
 最近では、学生も自宅のパソコンや学内でのスマートフォンの利用も当たり前となり、
どこでもインターネットを活用できる状況となっている。これらの環境を教育に活用しよ
うと、以前より様々な取組みが行われている。福井県内の大学・高専では、連携して教育
活用するためのプロジェクトである F レックスが運用され、授業シラバスへの活用のため
の Web システム moodle や、ソーシャル・ネットワークを築く OpenPNE などを活用して
いる事例などもある。[1] しかし、これらのシステムは、ユーザ登録などの準備なども必要
であることから、一般向けの情報提供ではない。 
 これに対し、MovableType は、BLOG を管理するための CMS(Contents Management 
System)であり、簡単に安全かつ効率的なウェブサイト運用が可能となる。[2] この中で、
movabletype-opensource(以後 MTOS と略) は、MovableType を最小限の機能にしぼりオ
ープンソース版として無償で提供されている。電子情報工学科では、MTOS を用いて学科
ホームページを運用し、タイムリーな情報提供(図 1 参照)や、講義録の記載などに活用して
いる。[3] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 1: MovableType による電子情報工学科ホームページの一部 
2. MovableType でできること 
 Movable-Type をインストールしたサーバでは、複数の利用者の BLOG を管理すること
が可能で、その中でブログ記事(日々の記事)とウェブページ(一旦記載したらあまり変更し
ない記事)を管理することができる(図 2 参照)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
記事を作成する場合、通常の Web ページであれば HTML を使って記載する必要があり、
HTML 文法に詳しくない人はページを作ることが困難であった。しかし CMS であれば、
WYSIWYG(What You See Is What You Get:見たままが得られる)の編集画面で記事を直感
的に記載できる(図 3 参照,ただし個人的な趣味で HTML モードで編集中)。さらに、記事を
閲覧した人との相互連携のために記事へのコメント機能や、トラックバック(閲覧者が自分
の BLOG での引用)の管理機能もある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2: MTOS のユーザ・記事の管理画面
図 3: MTOS の記事編集画面 
3. 電子情報工学科のホームページでの活用 
 電子情報工学科では、学科紹介のページや学科共通のイベントの記事を Movable-Type
によって管理をしている。CMS システムでは、Web ページの便利な操作のためのリンクな
どを自動生成することができ、ページのデザインも既存のデザインの中から選ぶだけで良
い。このため、ページ全体の操作性を統一することもできる。(図 1 参照) 
 電子情報工学科では、動的なページ生成用のプログラム言語 PHP を用いてオフィスアワ
ーのページを提供したり、サーバを監視し稼働状況を閲覧できる(munin や nagios3 といっ
たソフトを使用)ようなページも提供している。これらのページは、Movable-Type で生成
されたページの中に HTML の iframe タグを用いて埋め込むことで、統一感を出している。 
 
 中学生や企業などの学外の方に学科の取組みを紹介する場合、写真などを交えたタイム
リーな情報は解かりやすく興味喚起のために重要となっている。このため、携帯電話で撮
影した写真を簡単な操作で記事とすることができるように、メールの記事を Movable-Type
に取り込む機能も組み込んでいる。一方、様々な記事が日々書き込まれると、新しい記事
の一覧を見たいという要望も出てくる。CMS のシステムでは最新記事の RSS フィード(最
近の記事のタイトル・更新日時・記事 URL を XML 形式でまとめたもの)を自動生成してく
れるため、ホームページ中央に RSS を元にした記事一覧を表示するようにしている。 
 このように CMS を利用すれば、導入時の煩雑さを克服すれば、簡単に学科 PR などに活
用が可能となる。 
 
4. 講義録での活用 
 前章で紹介したように、CMS は Web ページによる情報発信に有効である。このため、
当初は教員や学生の研究成果の PR にも活用していた。そこで著者は、その日の講義の内容
を、講義前あるいは講義後にブログ記事にまとめ講義録として活用している。担当科目が
プログラミング系が中心であるため、複雑な図を多用することも少ないため、完成度の高
いページにこだわらなければ、大まかな講義内容を 1 時間程度で記載することは容易であ
る。文字だけで説明不足な点があれば、インターネットで検索した他の人による解説記事
へのリンクを記事に埋め込むことで、説明を補うことも容易である。(図 4 参照) 
 記事を記載する時には、タグと呼ばれる目印を記事内容にて指定することもできる。タ
グを埋め込むと、タグ毎に分類したインデックスページを自動生成してくれるため、科目
毎に講義録をさかのぼることも容易となる。(図 4 の左下のカテゴリ欄を参照) 
 現在、この講義録の活動を数年間続けている。このおかげで、授業進度を確認したり、
講義での説明不足を後で補うことも可能である。忙しくて講義録が記載できない場合もあ
るが、前年度の記事へのリンクを記載して済ませる場合もある。講義の配布資料を提示し
たり、課題テーマの詳細を提示するなど、簡単な工夫により、学生の自宅学習のサポート
が可能となる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 講義への活用という点では、最初に紹介した moodle は、講義週に応じた資料配布、小テ
スト機能、課題提出・評価機能などの、Movable-Type より便利な機能も多い。しかしなが
ら、moodle は多機能すぎて使い方の全体像が分かりにくい点もあり、電子メールなどと併
用すれば Movable-Type でも同様の活用も可能と考える。 
講義録のページは、学生の自宅学習に活用されることが期待されるが、質問対応などの
相互交流機能も重要となる。本来の Movable-Type ではコメントなどの機能が提供されて
いるが、近年は海外からのコメント spam が増加し酷い状態となっている。このため筆者
はコメントやトラックバック機能を使わず、その代用として各記事に Facebook の『いいね』
ボタンや Twitter の『ツイート』ボタンを設置し、学生からの反応が得られるようにしてい
る。さらに学生の質問などに対応するために、Facebook のコメント欄も設置している。 
図 4: MovableType を用いた講義録の例 
5. まとめ 
 以上のように、Movable-Type のような CMS システムを活用すれば、学科での活動の情
報発信に活用したり、講義録として活用することも可能となる。ただ、現在利用している
オープンソース版の MTOS は Six apart 社によるサポート停止が予定されており、今後は
別の CMS への移行が必要となるかもしれない。最近では、オープンソースの CMS システ
ムとして、ページのデザインテンプレートが豊富な WordPress が注目されている。一方で
WordPress は広く利用されていることから、ページ管理画面にパスワードの総当たり攻撃
をしかけることで、コンテンツ書き換えなどの被害が広がっている。 
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